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Ⅴ．特記事項 

 

1．聴覚障害者への情報保障の取組み 

 本学には 4人の聴覚障害者が在籍している（2019 年度 2人入学、2020 年度 2人入学）。

本学は比較的小規模な大学であり、聴覚障害者への情報保障体制が十分であると言えない

状況であったが、令和元（2019）年度に 2人の入学者への受け入れ体制を整備するにあた

り、制度・組織面と設備面から重点的に情報保障体制を構築した。具体的には、障害学生

支援に関する基本方針の策定と公表、入試における配慮内容の公表、支援内容・支援体制・

支援事例の公表を行った。特に、情報保障の面では、従来の聴覚障害者支援は筆記による

ノートテイカーや手話通訳が主流であるが、一般的な授業の際に、ICT システムを整備す

ることによって、支援の実効性と効率を向上させることが可能になった。具体的なシステ

ム面の整備として、音声認識ソフト「UD トーク」を導入し、全教室から UD トークを利用

できるよう設備を改修し、さらにオンライン講義や動画教材にも対応可能とした。また、

UD トークによる音声の誤認識の修正をリアルタイムに行うため、学生スタッフの支援体制

を整備し、健常学生による聴覚障害学生を支援する体制を構築した。一般的にノートテイ

カーは作業負担が大きいことから担い手が集まらないことが問題とされていたが、本学の

取組みでは、学生が音声の誤認識をタイピングで修正するという比較的簡易な作業とする

ことが可能になったため、約 40人の学生がノートテイカーとして活動をしている。 

 聴覚障害者への情報保障の状況、さらに大学生活の状況について、「障害者学習生活支援

委員会」が聴覚障害学生らと定期的に面談を行っており、本人らからは本学の情報保障に

ついて十分満足できるものという評価を得ている。今後、情報保障サービスの品質管理と

質向上に向けて継続的に活動を行っていく。 

【資料】https://www.kaetsu.ac.jp/disclosure/support4/  

2． FD・IR 推進室 

 FD・IR 推進室は FD・IR 委員会が拡張・整備する形で設置された。大学の教育整備を行

う FD 機能とデータを管理・分析する IR機能の両方をもたせているところに本学の特徴が

ある。内部質保証システムにおける PDCA サイクルは内部質保証組織によって行われている。

そのサイクルは、Plan：中期計画、3ポリシーの具体的推進プラン、Do：教授会・委員会・

事務部門での実行、Check：アセスメント・ポリシーによるチェック、Action：FD/SD とな

っており、これらの PDCA サイクルは 1年周期で行っている。以上の全学的な PDCA サイク

ルの実施組織として FD・IR推進室ではより短いサイクルで PDCA を実行し、上部組織に報

告・共有・改善を行っている。 

以上の目的を達成するために FD機能と IR機能の両方を同一組織に持たせ、評価、分析、

行動までをスムーズに行うことができるような組織になっている。アセスメント・ポリシ

ーに基づいて IR機能としてデータを取得、分析・評価を行い、他組織と共に改善するため

の行動にまとめ、FD機能として改善を行っていく。例えば、学修データの活用時には、GPA

等のデータを IR組織として他組織と共に取得・分析を行い、全教職員が確認できる形でワ

ークシートにまとめ、教授会で共有すると共に、改善施策としてワークショップを行うこ

とで教学施策での反映を行っている。以上のように短いスパンで PDCA サイクルを回し、評

価・分析・改善を行う組織として FD・IR推進室がある。 

https://www.kaetsu.ac.jp/disclosure/support4/

